
教師の「自己評価目録」について
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モジュールを通して一
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1 .教師の自己評価の必要性

学級は教師と子どもの人間集団であり，両者がそこで学習や生活を共にすることから，それらの

人間関係によってある雰llil気が隠し出される。このような学級の雰!語気を作り出し，方向づける大

きい要因は学級担任であろう。学級担任教師の性格ゃ指導態度，教育信念などが、学級の個性的な

雰|語気をつくりあげる強い原動力となる。

ある組の担任が転勤や産休で、替わることは普通よく見られる。その場合クラスの子どもたちは同

じであるのにその学級の雰囲気が変化することが観察される。また担任が変わったことにより，あ

まり目立たなかった子どもが急に進歩を示し始めたり，その逆の場合もありうる。この原因は教師

と子どもとの問に生ず、る特定の人間関係によるものと推察される。 例えば，教師と子どもとの相性

とか教師の許容的な態度とかがその原因として考えられうるであろう。

受容的態度ということがいわれるが，これは教師が子どもたちに按ーするとき，子どものあるがま

まの姿をそれについて好悪の感情を持たずにどこまで理解でき受け入れられるかということである。

教師にも性別，年令，性格 教育観等のちがいがあり，そのため受容ということにおいても、そ

れぞれ差がでてくるであろう。

教師は自分の心を i盈して，子どもを理解するのであるから，教師の個性によって差ができるのは

むしろ当然といえよう。しかしその場その場における児童の行動をどこまで虚心に深く理解しうる

かということは実に大切である。教師の一方的な思いこみの上に立った指導が悪い結果を生み，子

どもの心を離反させてしまうことも，ままあることである。

ゆえに教師自身が自分の性格や態度を十分に理解しておかねばならない。好悪の情が強ければ子

どもの理解において偏向を生ずる可能性がある。また公正さを好む性格は p いつしか頑間で厳しい

態度への傾斜を深めていくかも知れなし'0 日々の多忙さのため教師は自分自身をかえりみるいとま

もないし，自分の経験や教育感を信ずるのあまり柔軟性に乏しい指導をしていることがあるかも知

れなし」他の教師が気づいていても直接に本人に注意などしにくいものである。そのような場合本

人のみが気づかないで過ぎていることもあろう。

教師が意識するしないにかかわらず，教師が子どもに与える心理的な影響はきわめて大きいもの

がある口ところが教師にとって自分が指導力を行使して学級の規範を作りあげているということは
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あまりにも身近なものでありすぎて，自ら実体をi直視することが困難なのである。

日1]ち自らをうっす「鏡」がないために，自己を見ることが少ないままでいる。そこに子とずもへの

理解のズレをi坊ぎ教師の自己反省をllJJけるための鏡の役割を果たす教師の自己M:価の必要性が指摘

される所以である。

2. NSTAの生徒と教師の相互作用のモジュールについて

アメリカの場合は教師の「自己評価白録」の研究や教師の実践能力についての研究が多くなされ

ている。古くから教師の態度の評定尺度として有名なものに「ミネソタ教師態度目録J (Minne-

Sota Teacher Attitude Inventory I略称 MT  A 1) があるが，ここでは教師の行動目録のーっと

して， 1978年に全米理科教師協会 (NationalScience Teacher Association)から出版された「裁々の

学校における理科の生徒と教師の相互作用J (Science Student/Teacher Interactions in OurSchool) 

についてみたい。

このモジュールは INS T AJ によって出版された理科教師のための「自己評価」の手引の中の

ものであり，モジュール全体は 4つの部分に別れている。それは以下のようである。

(1) our Schools Science Curriculum 

(2) Our S.chools Science Teachers 

(3) Science Student / Teacher Interaction in Our School (本稿でとりあげるモジュール)

(4) Science Facilities and Teaching Conditios in Our School 

次にこの生徒と教師の相互作用のモジュールの構成と評価のし方について述べる。

このモジュールの呂的は二つありその一つは教師と生徒同の親密さの度合と特色についての評価

であり，その第二は，ある教育活動において教師と生徒の認識の間にある相互関係の度合を評価す

ることにある。

ノfート Aとパート Bの二部でなり立っていて， A は20 項目、 Bは40項目で構成されている。

これはアメリカの中学校を対象にして作られたものであるが， 日本の学校においても J 応用でき参

考;こなるものと忠われる。

次は評価の方法についてであるが，二つの評価基準によってなされる。

第一は教師の教育状況や学校としてできる準備，専門的な活動や行為のあらゆる分野の望ましい

あり方 (desirability)に関して，第二にはそのアイテムの達成度 (achievement)の評価である。

使われている評価の基準は次の通りである。

く 望ましいあり方 > 

4…大へんに望ましい(最高の基準)

3…望ましい (意義のある基準)

2…普通 (平均約)
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(さほど意味を持たないもの)1 ...重要でない

(マイナスの古Ifi備)- 1 ...望ましくない

度>成く達

(非常に高いレベル)4…非常によい

(平均より上)3・・・大変によい

(しかし意義がある)2 ・・・三!lj:{:J

(平均より下)1 ...低い

-1・・・寺文々 の学キ交ではさけられている D

この二つの評価をマトリックスで表わすと次のようになる。

たての事hは「望ましいあり方」をあらわし，棋のnirhは

「達成度」をあらわしている。到達したと思われる所

にOをつけ両者の交わる所に-Jをつけるようになって

いる。ょにあげる表は望ましいもの③であっても 3 達

成度がそれ程でもない②で、ある場合である。
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のに高い達成度あまり望ましいものでない(-1 ) 

①を示す場合は左の表のようになる。前述のようにこACH IEVEMENT 

Aは「教師と生の呂録の構成はAとBに別れており，

Biま「教師と生徒のf走の個人的!k'Jイ系の4引当:Jの評1ilfi， 

これらの評価教育活動の認識」の評価となっている。

項目の特長は，教師と生徒がj百j時に評価を行うという

点にある。例えばAの説明には「この部分の許{屈は，

生徒の代表グループと教師によってなされるべきであ

たまにしか起きなる。総合的にかつ広い見地で考え，

4 

3 

2 

Q v 
2 ① 4 

」
f

↑
コ
出
〈
揺
の
叫
己 いようなザリタトにまととわされないように」とある。また

この部分の評価は「倍々の教師と生徒Bの説明には，ACHIEVEMENT 

によって仕上げられるべきもの」とされ「生徒の代表

委員も又教師の教育行動の評価を行う o J とあり教師

と生徒がそれぞれの填告につき別のマトリックスにおいて評価し，教師と生徒の毘答は INS T AJ 

それぞれの学校単位で真剣に討論されなけその結果については「教師や生?走によって，に送られ，

ればならなし'0J とされている。

教師の教育行動について生徒が評価するということは現在の日本においては考えられないことで

また生徒のみならずアメリカにおける教育背景から見るとさして違和感はないといえる。あるが，

殺も教BITiの教育行動の評価に加わることもあるのである。
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3. i教師と生徒の億人的関係の特性j についての評億項目

ノfート Aの内容は20項目あり主として教師と個々の生徒との間の相互作用に関する項自である 0

1 .我々はお互いに自分のレベルで接する。だから教師も生徒も孤立したり 内向的になったり

f憂れていることが劣っているというようにみな V~O

2. 教師は生徒に純粋で、かっ他人としての輿味を持つo

3.我々のクラスの雰!語気は，他の人のじゃまにならないなら教師と生徒や少人数の生徒の間で

の個人的なコミュケーションはしてもよいとされている。

4. 教師も生徒も何がなされるべきかに関して定義づけ，かつ説明する事は教師の役割りであり，

そして指示に従い割りあてられた仕事を成しとげるのは生徒の役割りであると理解し又受け入

れる。

5. 私達はタラスでの評価がどの様な方法で決定されているかについて一緒に討論しあう。

6. 問題点や障害，それに特別に必要となるものが確認され，それについて十分な考癒と理解が

教師と生徒両者の共通した気持でもって認められている。

7. 教師も生徒も個人の特別なプロジェクトや特殊な活動には好機というものがあり，教的のグ

ラス全体への責任とかその生徒の普段のクラスにおける役割分担への責任を考慮したよで行わ

れるべきである。

8. お互に任せたり受け入れたり助け合ったりする事によって明らかなように教師と生徒の 1'1:りに

共通の尊敬がある。

9. 質問がなされたり，説明が行なわれたり論争がもちあがったり どちらか一方を選ぶことが

考えられている時，教師と生徒はお互いに相手の言うことによく耳をかたむけかっ注意してみ

るようにする。

10.何か衝突(論争)が起きそれがとっても国難なものであったり危険な状態にあるとき教師も

生徒も両方ともに最終的な決定は教師の責任のもとになされると理解している。

11.緊張した状態が起きた時，生徒は彼らの感情を教師と共有することが自由にできる。

12. 教師も生徒も，学校行事というものは無視できない。責任と必要条件の範関内でとり行なわ

れるぺきであると理解している。

13. 教師も生徒も科学の教室や実験室や野外活動での安全や，していることについての明確な理

解を持っている。

14. 教師は授業以前や放課後あるいは週末においても必要で、あれば生徒主費いやす時間を持てる。

15.教師は課外活動にも参加することによって生徒に関心を示す。

16. '教師は自らすすんで，課外活動に熱心に参加する。

17.教師は生徒と偶人的に話 Lあう時間を喜こんでつくる。

18. 教師は常に生徒と良い関係をつくる方法をみいだそうとする。
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ゆと 20は円、1"加したい項目があれば話しあって付け加えてよいo J という予備の項目でマトリッ

クスがあるだけで，内容はi記入していない。

以上20Jl~ 呂の詳1[1日は前述のように「生徒の代表グループ」と「教師」によってなされ，結染にっ

しミてはりて トAが終わったら教師と生徒は一定に会しお U_し、の!日jに存在するi尊敬，共に学ぶ事や

愛情に関して理Wi:を深め，かつ一致をみるように努力すべきである。」としている。このようにし

てこのモジュールは教師と生徒が共同で許制するようになっているため，パート Aでは教師iと生徒

との約束という感じの項目が見られる。 項目 4では汁iiIがなされるべきかに関して定義づけ，説明

する事は教師の役割であり」生徒の役割jは「指示に従い割り当てられた仕事を成しとげ、ること」で

あると，一一見分りきっているような教師と生徒間の役割分担ゃ責任の所在をそれぞ、れ明らかにして

いる。教師と生徒とが和正に理解した上で，契約をしあうという意味が見られる。各羽目ともかな

り抽象的に表現されているが，これも教師と生徒との相互関係についての約束事項なので，あまり

具イ本IJ(]であるより抽象的である方がよいように忠われる。

ij没後において，とかく教師の権!戎が薄らいだといわれ，子どもを 11とりきることができないような

状態にある。そして先生の責任と生徒の責任とが不分明になってきている。教師と生徒はおたがい

の役割をはっきりさせて，信頼の上にたった相互関係を作っていくことは{確かに必要なことであろ

う。その点この NSTAの目録では、教師と生徒の役割をはっきりさせている。教flinは責任を持っ

て生徒を指導する一方，生徒は先生の立場を理解して協力しなければならないとしている。

このように相互に信頼感を持って触れあうことこそが教師と生徒の!日jに良い相互作用を生じさす

のである。

4. i教師と生徒の教育活動の認識」の評価項目

ここでの項目は主として教師jの自己主HllIiに関しするものである。パート Bについて最初に次のよ

うな説明が付されている。

「許1[lIiのこの部分では，れぞれ個々の教師が自分の教育行動をどのように理解しているかを自己評

価するようにつくられている。この許1il!iの最終目標は教師側人があるいはグループとして自分の自

分遠の教育行動をいかに別解しているかをはっきりさせることにある。 推測としてこの詳細liが個

人の教師やグループとしての教締達において興味ある新しい発見になると考えられる o J としてパ

ート Bが教締の自己評価に役立つとしている。

またこれは教師と生徒の相互作用についての評filiiも合まれているので生徒の評価も次のようにし

て行われる。

1-生徒の代表委員会も又教師の教育行動の許fiHiを行なう。教師の評価が完全になされた後，犠々な

Wil人許制iがなされ，次のような総合マトリックスに別々に照合されなければならなし)0 7JiJのマトリ

ックスが生徒の委員会によっても完全に行なわられなくてはならなし、教師と生徒の結果は NST
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Aに送られる。その結果については教師や生徒によりそれぞれの学校単位で真剣に討論されなけれ

ばならなしミo J とある。ここでいうマトリックスとは前述の望ましいあり方をたて軸に達成度を横

軸にしたものである。パート Bは40項呂あり項目数が多いので羅列をさけ，それぞれ内容のまと

まりに分けて説明することにする。パート Bの内容をおおまかではあるが分類すると以下のように

なる。各項呂の最初につく番号はもとの配列のものである。

1 .教師の教育計画に関するもの

2. 教締の指導法に関するもの

3. 学習や実験についての評価

4. 宿題について

5.討論の進め方と教師の質問の工夫

6. 教師の生徒に対する受容

7 .教育課程への生徒の参入

1.理科における教師の教育計扇に関する項呂

6. 教師は実験室での活動の計画を立てそれにより向じような問題を生徒が考えついた特に関連

があるようにしておく。

7. 教師は実験の作業を準備する。そうすることによって，それがクラスで話し合われる前にそ

れらの問題を焦点化し、効果的にしておく。

8. ある実験のまとめの時，あるいはその重後，教師は結果の分析を生徒がするのを手伝う。

9. 教師は、クラスの討論から生じた問題や質問を研究するために，個々の生徒もしくは小さな

グループに対し実験作業をすることを許可する。

10. 教師はその実験が安全であるならば生徒が教室で実験することを許可する。

30. 生徒が実験作業の準備をするのを援助するために教師は必要となる実験や技能をやってみせ

て正しい方向性を与えておく。

32. 教師は生徒が実験作業に真剣に取りくむようにする。そうすることによりミスや不確かなこ

とに費やす時間がへることをわからせる口

38. ほどんと全ての実験室で、の活動は教師のデモンストレーション(公Ij司実験)として指導される。

以上のほどんとが実験についての内容であるが「前もって実験の準備をし，効果的にしておくこ

とJ r実験の安全を期すること J r結果の分折を大切にすること」などは理科の授業とを行う上で

重視することは当然である。しかしクラスの討論から生じた問題や疑問を疎かめるためには，たと

えやりたいという希望のものが一人であっても，面倒がらず実験を許可するといういう態度には感

心させられる。意欲のあるものには個別的な指導を徹底させ，その才能の伸長を図ろうというアメ

リカの教育における積極的な側面がこのことによってうかがえるようである。
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2.教師の指導法についての項目

1 .教師は生徒が単に科学の概念を暗記するよりもむしろ科学の深い意味や概念のj忘用を発見す

る手伝いをする。

3. 教師はクラスごとに活動を変える。

4. 教師iは科学を教えることに情熱を示す。

14. 教師は生徒が教科書や他の参考資料の効果的な使い方を身につけるのを助ける。

31.教師は生徒が自分の作業を系統だてるのを助ける。そうすれば教師は成功を経験できる。

34. 教師は生徒が実験作業において，正{!1uな結論を出すことが重要であることを感得させる。

35. 教師は生徒の必要性とか興味を第-に考慮に入れて指導を特殊イとしていくようにする。

36. ほどんとすべての科，学の授業は教師のレクチャーと資疑応答と教科書を読むことにかたむけ

られる。

3. 学習や実験についての評価

13. テスト，クイズ 試験は生徒が用語の定義や詳しい部分を教科書;から知ることを要求される。

17. 学生の実験作業は彼らの成績の中において高いパーセンティジを占める。

18. テストや試験で、教師iは生徒に新しし 1状況への!忘用に役立つどのようなことに関して学んでき

たかを質問する。

19. テストや試験で生徒は書かれたり図式化されたデータを解明することを要求される。

20.教師は実験室で実施された作業を生徒の許制liのプログラムの一部とする。

21.実験室で学習された技能 技術は実験室の設備を使用することでためされる。

22.小論文は，テストや試験に含まれている。

23. 教師は生徒が単位を得たり成績をあげるために，単なるペーパーテストだけでなく他の採る

べき道も用意する。

4.宿題

11.教師は生徒に用語の定義をさがし出し書きだすようにさせる宿題を与える。

37. 集められた宿題は，集められた日から 2日以内にクラスに返えしそれについての話し合を持

つようにする。

以上挙げた項自は平凡のように見えるが，日常的なものを見なおす新しい自を持つこと，一見あ

たり前のような事の中に今まで見ることのできなかったものを見い出すことが教師の内面の進歩で

あり，授業のマンネリ化を!坊ぐものであろう。その手助をこのような目録はしてくれるといえるの

である。また 37現自のように「宿題を 2日1-)、内に返えし，それについて話しあう。」ということ

を生徒と約束をすることは実に大変なことである。これを実行するとなると教師の責任と忙がしさ
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はブミきなものとなろう。このようなことをこのE!f.主治味哉りこんでいることにj誇かされる。

5. 討論の進め方と教師の質問の工夫

5.教科書の内谷に関する討論の中で教師は教材の細部を強調する。

12. クラスにおける討論や質問をすることは生徒が教科書から沢iJ-lの詳しい事柄を学ぶことにな

る。

15. 教師の質問やクラスの討論は 生徒が教科書や教師の講義ーからだけでなく他の多くの関係あ

る資料から情報を集めたりすることを求める。

25. 教師は生徒をやりこめるのではなしに建設的かつ人間らしく生徒の作業を批評しなければな

らない。

27. 教師は生徒の質1mに対して生徒の考えを導くような加の質問を用意する。(産技答を与える

のではなく生徒が考えられるようイ也の質問を与えていく。)

28. クラス討論が行なわれている 1M]は，教師は生徒が論評や質問を手がけるのをはげまし，そし

して生f走がイ世のよ1:.徒を指j草するようにはげます。

29. 教師は開放的に(自由に色々と考えられるように)生徒の考えを刺戟するような質問を用意

する。

27. 29の項目のような「教師の質問の二 r生徒をやりこめたり，けなしたりするのではな

く建設的な批評をしなければならなし、」ということは教師の自己評{illiに役立つものである。

また討i治を中心とすると生徒 II-i)志の相 l工作j刊の重視は示11変的である。 28項目のように学~1}1 グル

ープにおける生徒同志の教えあいは実験などを円j骨に進める上では非常に霊安なことである。

教r:ili主導の一斉授業の場合は，教師から生徒にII:l]つての指示や喚起が中心となり，学:有名ーであ

る生徒同志の良好な相互作用はついおなざりになってしまうが，グループ学官などを活発にし，

28)頁自にみられるような生徒!日Hιの車lJiJj~ ，生徒と生徒との間における1{IJL作用の有効性につい

てさらに考えをすすめることが必要であろう。

6. 教師の生徒に対する受容

24. 教師は生徒が成しとげたことが上手である場合 自発的にかつ誠意を持つてはめる。

33. 教師は生徒の感情に敏感になることによってやさしさや翌日解を示す。

7. 教育課程への生徒の参入

16. 教師は生徒がその教育課程の目標を立てたり自分遠の作業をiHイ1!liしたりするのを;愛助しかっ

はげます。

26. 教師は生徒の考えや助言を受け入れて教育課程にそれらを組み入れる。
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生徒の受符についての項目であるが教師が IIA三徒の感情に敏感になることによって，やさしさや

別fiJ!j:を示す」といいうことは大切である。このような柔らかい会リキを孝文自ijiがFt"t;・にlYっていたならば，

ーヅJ(内に1¥と支することにより子どもの心、を12りつけるというようなことはなくなると忠、われ，このよ

うなことは教師の自己評価には重要な事柄である。 16 J:ti t~1 の「教師は生徒がその教育課税の日除

を1てたり.自分遠の作業をたH1l1iしたりするのを援助しかつはげますo J とか 26項目のように「教

師が生徒の考えや助討を受け入れ教育課紅にそれらを組み入れる o J というように教育課税の私111成

にまで生徒の意見をとり入れようとする許容のr!Jの大きさに活目したい。

ここには;受業の伎の変化. l!IJ ちf，:t米のような教師中心のJ受業から1M.!支を!丞iり生徒中心の授業へと

段業の進め方の主点が移行していることが!出じられる。これまでは教師が授業を組み立て教師jのた

なごころの Lに生徒を乗せ教r:iliのしくんだストリーにおいて授業が民間されてきた。しかしそれで

は生徒の自発性をひき l-l¥1- ことはむずかしし、 J受業を ~t:.従中心のものにするためには教育課松の 1~1J

に生iitの:立見を反映させていくことカfよりよいと忠、われる。 iヨヰ又においては. ~ti，止の考えを ïj当:t主に

教育課程にとり入れるということは現状では陶芸jtであろうがこの考え方は参考にしたい。

以上の 7つの分担に当てはまらない項目がある 2JJI 1生徒はf皮らのクラスに1iすが起こっているの

か， h~つま!はMなのか，どのような終局.あるいはゴールなのかをよく理f詳していなけれは、ならないり

というのはパート B においては4キ )~lþ の内存で ':tiÆ 自身の心情えについてのものである。生徒が !~'l 分

のクラスの心理IU'J<)な雰WI気をIU幻惑に知lることが大切であるといっている。これは生徒自身がクラス

のでき平についての関心と正しい理解を持つべきであるということであり，そうすればトラブルな

どは弓川ijに防止で、きるというのである。

その他， 39と40はパート Aの19と20と同様内符はZE白であり，十jけ力11えるための予備の]頁rgとし

て設けられている。もしも記述されている項目以外に付け加えたい場合は I1可じ考えを持つ者!日j;ι
が話 L'合うことにより，必、裂にJ;七じてi什手五をき力11えていってよい o J とされている。

5. まとめ

このアメリカにおける「別科救出li協会」の日紋の特色は以下のようなものであろう。

1 .先生と ':L従の4、11)(.作用を中心として構成され教師と生徒のふれあいを重視し教師iによる':1三従

の受谷と正しい樫解を強制していること。

2. 教育の!人j谷や教r:fliの指導計画を生徒にもよく知らせ，公開しておき生徒の意見をも受け入れ

ょうとしていること。

3. 教r:iliと生徒とがおたがし、をi!主主しそれぞれの役割を碍認し，その上で教育を進めるためにと

りきめをしようとしていること。

4. 教mliと生徒とが，それぞれの立場でオープンにiWfi!liし合おうとしていること。

このような自銭は必ずしもすべての学校で実用化され笑施されているとはいいがたいが，この自

- 18 

-・・・・ラ惜引 吋砂珂問削仰が約ゾでご μ 二~品



録の以上あげた考え方においてはまことに学ぶべきものがある。しかし全体の項目を一読して感じ

ることは，記述が抽象的であり具体的でない部分のあること，項目の配列の}II員j芋がかなり f在意的で

あることが指摘されると思う。

ï~íJ~ したように，この NSTA の作成した自録がどこの学校においても実施されているわけでは

なし」これらの項目は，あくまでも教師と生徒の努力目標であって実現の方向に進んでいくという

のであるから，アメリカにおいても.この内容にあげ、られていることはやはり実現耐難な而がある

のであろう。

例えばパート Aの12項「教師も生徒も学校行事というものは 無視できない。責任と必要条件の

範!Ili内でとり行なわるべきであると理解している口 J 14項「教師は授業以前や放課後，あるいは週

末においても必要で、あれば生徒と費やす時間を持てる。」などは具体的な内容であり而白し、やは

り学校行事はアメリカでも日本でも大変であるように忠われる。生徒たちとすごす時間を多く持つ

ということは日本と同様に忙しいアメリカの教締にとっても努力目標になることなのであろう。

この自録が生徒との契約という色彩を非常に強く持っていることも驚きである。とりきめをする

ということも教師と生徒の相互関係に入るのではあろうが，教師と生徒との関係を規定し，お互に

評価しあうということはアメリカの国情を反映しているように思われる。共通理解をする点，教師

と生徒のキIJJI~理解の交点をおたがいに必死に追求しているかのようである。 日本においても先生が

生徒をもはや力やfTA威でおさえられなくなったことは明らかである。では，権威に代わるものは仰

なのか。生活指導のJ坊においても学習のj坊においてもそれはやはり先生と生徒の信頼関係ではなか

ろうか。しかし信頼関係の内容は一体何であろうか。我々は信頼関係ということばを呪文のように

唱えているだけで，その内容を考えないままにすぎといるのではないだろうか。その内容をこの目

録が具体的に教えてくれているような気がするのである。

日本においては生徒の自己評価についての研究は古くからなされてきているが，教師の I~ 己評価
※! 

については充分に研究がされていないのが実状である。教締の力量の「自己診断」については討二日

すべき研究があるが教師の人格面をも含む評価の研究はなかなかなされないままでいる。しかし時

代の流れからいって，この面にいつまでもベールをかぶせておく訳にはいかないと忠われる。この

NSTAのモジュールのように生徒が教師の教育行動の詳1110に加わるということは，日本の場合む

ずかしいことであろうが教師と生徒の人開関係についての実態を明かにし，評1iUiのモジュールを作

ることは必要であろう。常に自己をみなおしてマンネリ化を防ぐということは教師jの自己評価の主

要な一面である。このような白録を教師が自らチェックしてみて， )Eらざるところを発見し補充し

ていこうとする姿勢こそが今後ますます教師にとって必要とされ，その有効な手段をこのような目

録が堤供していると思う。また生徒理解とは，教師が生徒と，かかわりあうことにおいて得られる。

おたがし、の相互作用を通して教師は生徒を理解し生徒も教師を理解する。おたがし、に分かり合うこ

とそれが教師と生徒間に於ての正しいコミュニケーションのあり方である。呂と自， JJJLとJJJLで分か
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り合える土壌を作ることが教育の眼目でもある。そのような教師と生徒との問の相互作用について

もこの NSTAのモジュールは重要な示峻を与えてくれている。

※ l 教締の力量の自己診断に関する文献

0代表 永 岡 }II& r教師jの力量形成と研究システムの改善にi完する実証的弱f究J (Il併[!5 6・57 

年度科学研究費補助金・研究成果報告書 11s;fll 5 8年 4月)

。/ト I~~j 弘道「若い教出Iiにおける力量形成の独自性に1M]するii)f究J (筑波大学教育学系論集 7巻昭

和 58ij:::3J1)

。小島 弘道「若い教師の力量的傾向と特性一力量の自己診断の分析をとおして一」

(日本教育経常学会紀要 第 22号 !昭和 55年 6月)
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